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は
じ
め
に

シ
カ
ゴ
大
学
構
内
、
神
学
部
校
舎
の
バ
ス
ル
ー
ム
（
！
）
で
、
不
慮
の
、
と
い
う
よ
り

は
謎
に
包
ま
れ
た
怪
し
げ
な
死
を
遂
げ
た

1 

宗
教
学
者
ヨ
ア
ン
・
ペ
ト
ル
・
ク
リ
ア
ー
ノ

（Ioan
 P

etru
 C

u
lian

u

）
は
、
彼
が
ま
さ
し
く
シ
カ
ゴ
大
学
の
ポ
ス
ト
を
襲
っ
た
ミ
ル

チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
（M

ilcea E
liade

）
と
同
じ
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
で
も
あ
り
、
ま
た
、

師
と
仰
ぐ
と
い
う
以
上
に
エ
リ
ア
ー
デ
と
は
親
し
い
間
柄
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か

し
、
何
よ
り
、
生
き
て
い
れ
ば
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
衣
鉢
を
継
ぐ
研
究
者
と
し
て
、
あ
る
意

味
で
も
っ
と
も
「
宗
教
学
者
」
ら
し
い
宗
教
学
者
と
言
っ
て
も
い
い
存
在
で
あ
る
エ
リ

ア
ー
デ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
業
績
を
確
実
に
あ
げ
続
け
て
い
た
は
ず
の
研
究
者
と
し

て
、若
く
し
て
死
ん
だ
と
は
い
え
か
な
り
の
分
量
と
な
る
ク
リ
ア
ー
ノ
の
残
し
た
業
績
を

見
直
し
て
み
る
作
業
は
、「
宗
教
」
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
や
、disciplin

e
と
し
て
の

「
宗
教
学
」
の
あ
り
方
の
見
直
し
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
有
益
な
作
業
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
ク
リ
ア
ー
ノ
の
「
他
世
界
旅
行
〔o

th
e

rw
o

rld
ly

J
o

u
rn

e
y

〕」
2

に
つ
い
て
の
研
究
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
。“o

th
e

rw
o

rld
ly

Jou
rn

ey”

を
「
他
世
界
旅
行
」
と
訳
し
た
が
、「
他
世
界
」
と
は
な
ん
と
も
ぎ
こ
ち
な
い

訳
語
で
あ
る
。「
彼
岸
」、「
あ
の
世
」、「
他
界
」、「
別
世
界
」
な
ど
と
、
よ
り
こ
な
れ
た

日
本
語
を
用
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、そ
う
で
き
な
い
事
情
が
ク
リ
ア
ー
ノ
自
身
の
研

究
の
め
ざ
し
て
い
る
方
向
に
あ
る
。  

　

ク
リ
ア
ー
ノ
に
はO

u
t of T

h
is W

orld 

3

と
い
う
著
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
研
究
書
と

い
う
よ
り
は
一
般
読
者
向
け
の
読
み
物
と
し
て
の
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
る
が
、そ
こ
で

は
、彼
の
専
門
領
域
で
あ
る
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
今
の
み
な
ら
ず
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
や
エ
ジ
プ
ト
、
さ
ら
に
は
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
広
く
関
連
す
る
、

つ
ま
りoth

er w
orld

と
そ
こ
へ
の
行
き
来
（oth

erw
orldly Jou

rn
ey

）
に
関
連
す
る

宗
教
史
／
誌
的 

デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
か
に
優
れ
て
い
る
と
は
い

え
一
人
の
研
究
者
が
扱
う
に
は
あ
ま
り
に
広
大
な
時
間
的
・
空
間
的
領
域
に
渡
る
も
の
で

あ
り
、そ
れ
こ
そ
エ
リ
ア
ー
デ
で
で
も
な
け
れ
ば
、
こ
ん
に
ち
と
て
も
余
人
の
手
に
負
え

る
作
業
で
は
な
い
。
い
き
お
い
、「
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
的
）
儀
礼
は
果
た
し
て

米
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
か
？
」

4

と
い
っ
た
、
個
別
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
確
認
す
べ

き
記
述
も
少
な
く
な
い
が
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
な
の
は
、「
四
次
元
の
た
め
の
歴
史
家

の
道
具
一
式
〔A

 H
istorian

’s K
it for th

e F
ou

rth
 D

im
en

sion

〕」
と
題
さ
れ
た
こ

の
書O

u
t of T

h
is W

orld  

の
第
一
章

5

で
あ
る
。

こ
の
書
の
副
題
（
に
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
〔A

lbert E
in

stein

〕
の
名

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）
か
ら
も
す
で
に
予
測
で
き
る
よ
う
に
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
宗
教

的
なoth

er w
orld

と
と
い
う
テ
ー
マ
に
自
然
科
学
に
お
け
る
四
次
元
と
い
う
も
の
も
結

び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
第
一
章
で
は
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
短
編
小
説

6

な
ど
も
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
一
八
八
〇
年
以
降
何
本
か
四
次
元
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
ー

7

を

書
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ワ
ー
ド
・
ヒ
ン
ト
ン
（C

h
arles H

ow
ard H

in
ton

, 1877-

1905

）
や
、「
二
次
元
世
界
」
な
い
し
「
平
面
世
界
」
と
で
も
訳
す
べ
きF

latlan
d

（
同

名
の
著
書

8

は
一
八
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
）
の
発
案
者
と
し
て
有
名
な
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

ア
ボ
ッ
ト
（E

dw
in

 A
bbott, 1838-1926

）
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に

〔
論
文
〕

〔
論
文
〕

〔
論
文
〕

〔
論
文
〕

〔
論
文
〕

　
Ｉ
・
Ｐ
・
ク
リ
ア
ー
ノ
の
他
世
界
（other 

world

）
探
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
― 

ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
の
原
点
と
方
法 

―

佐
々
木
　
啓

3



4

こ
の
章
で
ク
リ
ア
ー
ノ
が
言
い
た
い
こ
と
は
、ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
な
ど

を
通
し
て
、
こ
ん
に
ち
の
物
理
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
厳
密
に
数
学
的
・
物
理
学
的
に

規
定
さ
れ
た
時
空
連
続
体
と
し
て
の
四
次
元
と
い
う
も
の
は
、そ
れ
に
先
立
つ
い
わ
ば
文

系
領
域
か
ら
の
発
想
や
記
述
が
先
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
話
だ
け
だ
と
、
よ
く
てS

F

＝
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

じ
ゃ
な
い
か
、悪
く
す
れ
ば
あ
ま
り
学
問
的
と
は
言
え
な
い
い
か
が
わ
し
い
話
と
誤
解
さ

れ
か
ね
な
い
。
あ
る
い
は
、
好
意
的
に
と
っ
て
も
、
一
般
的
な
書
物
の
い
わ
ば
「
つ
か
み
」

と
し
て
の
逸
話
に
過
ぎ
な
い
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
見
方
は
正
し
く
な
い
。
こ
のO

u
t of T

h
is W

orld

は
一
般
読

者
向
け
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
九
九
一
年
に
早
す
ぎ
る
死
を
む
か
え
る
ク
リ
ア
ー
ノ
に

と
っ
て
は
、
い
わ
ば
最
晩
年
の
著
作
で
あ
る
。（
論
文
を
除
く
と
）
一
九
八
〇
年
前
後
に

始
ま
る
ク
リ
ア
ー
ノ
の
著
作
活
動
の
終
わ
り
を
飾
る
こ
のO

ut of T
his W

orld

で
主
題

と
な
っ
て
い
るoth

er w
orld / oth

erw
orldly jou

rn
ey

こ
そ
が
、
実
は
、
ク
リ
ア
ー

ノ
の
宗
教
研
究
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
貫
く
背
骨
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
が
、本
稿
の
第

一
の
目
標
で
あ
る
。
今
述
べ
た
、
な
か
ばS

F

じ
み
た
科
学
的
四
次
元
の
問
題
が
、
そ
う

い
っ
た
彼
の
宗
教
研
究
と
い
か
に
切
り
結
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、ク
リ
ア
ー

ノ
の
思
想
を
究
極
的
な
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
さ
い
に
は
重
要
な
観
点
で
は
あ
る
が
、本
稿
で

は
ま
だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
こ
のoth

er w
orld

 /

oth
erw

orldly jou
rn

ey 

と
い
う
の
が
、
ど
う
い
っ
た
意
味
で
ク
リ
ア
ー
ノ
の
宗
教
研

究
の
根
幹
で
あ
り
、そ
れ
が
私
の
よ
う
な
仕
方
で
宗
教
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。そ
れ
と

同
時
に
、
本
稿
を
出
発
点
と
す
る
今
後
の
い
く
つ
か
の
論
考
に
お
い
て
、
私
は
、
い
ず
れ

に
せ
よ
ク
リ
ア
ー
ノ
の
宗
教
研
究
の
基
本
的
方
法
と
み
な
す
べ
き
も
の
を
具
体
的
に
示
し

て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ア
ー
ノ
に
対
す
る
私
の
個
人
的
な
思
い
入
れ
に
過

ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
だ
わ
り
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
、「
宗
教
」
や

「
宗
教
学
」
を
め
ぐ
る
こ
ん
に
ち
の
問
題
群
を
深
く
考
察
し
て
い
く
さ
い
に
、
有
益
な
材

料
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。

　　
　
本
　
　
論

　
　
一
、　
ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
の
原
点

ク
リ
ア
ー
ノ
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
「
完
全
に
書
き
換
え
、
改
訂

し
」
て
一
九
八
三
年
に
出
版
し
たP

sych
an

odia I 

9 

、
並
び
に
そ
れ
に
続
い
て
同
じ

く
博
士
論
文
を
も
と
に
し
た
一
九
八
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
著
作E

xpériences de
l’extase 

10

で
、
彼
は
、「
ド
イ
ツ
宗
教
史
学
派
〔R

eligion
sgesh

ich
tlich

e S
ch

u
le

〕

が
依
然
と
し
て
そ
の
独
占
権
を
持
続
し
て
い
る
領
域
」、
す
な
わ
ち
「
魂
の
天
へ
の
上
昇

（h
eaven

ly ascen
sion

 of th
e sou

l

）
と
い
う
〔
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
の
探
究
〕
領
域

に
お
け
る
誤
っ
た
「
伝
統
的
」
見
解
を
根
扱
ぎ
に
す
る
」
こ
と
を
目
指
す
と
宣
言
し
て
お

り
11

、
こ
れ
ら
二
著
作
は
、「
こ
の
領
域
の
「
伝
統
的
」
見
解
に
通
じ
た
も
の
に
は
、
革
命

的
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
」、
一
般
的
な
読
者
に
は
「
伝
統
の
長
い

触
手
〔ten

tacles

〕
に
絡
め
取
ら
れ
な
い
た
め
の
」
独
自
の
見
解
を
提
示
し
よ
う
と
す

る
、
意
欲
的
な
論
考
で
あ
る

12

。
そ
れ
ぞ
れ
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
、
本
の
サ

イ
ズ
も
若
干
こ
と
な
る
が
、上
記
の
二
つ
の
著
作
を
合
わ
せ
る
と
三
〇
〇
頁
あ
ま
り
の
も

の
と
な
る
。

　
ク
リ
ア
ー
ノ
は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
宗
教
史
学
派
の
ブ
セ
ッ
ト
（W

. B
ou

sset

）
の
「
魂
の

天
を
通
る
旅
〔H

im
m

elsreise der S
eele

〕」
に
つ
い
て
の
定
義

13

を
批
判
し
、
コ
リ
ン

ズ
（J. J. C

ollin
s

）
の
「
黙
示
録
」
の
定
義

14

を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
厳
密
な

宗
教
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の「
魂
の
上
昇
／
下
降（an

odos, ascen
su

s / kath
odos,

d
escen

su
s

）」
と
い
う
も
の
を
析
出
し
よ
う
と
す
る

15

。
さ
ら
にE

xp
érien

ces d
e

l’extase

で
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
ブ
セ
ッ
ト
に
よ
るH

im
m

elsreise

の
定
式
を
以
下
の
よ

う
に
四
つ
に
ま
と
め

16

、
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
反
論
を
加
え
て
い
く
。

①

天
へ
の
上
昇
（
モ
チ
ー
フ
）
の
起
源
は
イ
ラ
ン
で
あ
る
。

②

こ
の
（
天
へ
の
上
昇
）
物
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
プ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
上
昇
は
三

つ
の
天
を
通
っ
て
い
く
。

③

の
ち
に
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
天
文
学
の
影
響
に
よ
っ
て
、
以
前
の
（
三
つ
の
天
の
図

式
）
に
七
つ
の
天
の
図
式
が
と
っ
て
替
わ
る
。







7

タ
ウ
ロ
メ
ニ
オ
ン
（
イ
ア
ム
ブ
リ
コ
ス de vita P

yth
agorica,  134, 136

）

な
ど
、
異
な
っ
た
場
所
に
同
時
に
現
わ
れ
た
。

前
世
の
想
起:

彼
は
、
ヘ
ル
メ
ス
の
息
子
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
ア
イ
タ
リ
デ
ス
、
次

に
ト
ロ
イ
戦
争
の
と
き
に
メ
ネ
ラ
オ
ス
に
殺
さ
れ
た
エ
ウ
ポ
ル
ボ
ス
、次
に
ク

ラ
ゾ
メ
ナ
イ
の
ヘ
ル
モ
テ
ィ
ム
ス
、
次
に
漁
夫
の
ピ
ュ
ロ
ス
、
最
後
に
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、そ
れ
ら
の
全
て
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
つ
い
て
記
憶

し
て
い
た
（（
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
『
哲
学
者
列
伝
』
第
八
巻
、

（
四
）-

（
五
））。
こ
の
彼
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
リ
ス
ト
に
は
、
別
版
も
あ
り
、

エ
ウ
ポ
ル
ボ
ス
か
ら
、
ピ
ュ
ラ
ン
ド
ロ
ス
、
エ
タ
リ
デ
ス
、
美
し
い
娼
婦
の
ア

ル
コ
、
そ
し
て
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
へ
、
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

（
さ
ら
に
、
ド
ッ
ズ
に
よ
れ
ば
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
「
呪
術
的
治
療
」
の
力
を
も
ち
、「
霊

界
を
訪
れ
」
た
り
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
）

36

。
　

こ
の
よ
う
に
し
て
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
代
表
的
な
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
ほ
か
、
そ
う
い
っ
た
イ

ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
と
目
さ
れ
る
人
物
と
し
て
、
北
方
（
ヒ
ュ
ポ
レ
ボ
レ
オ
ス
）
の
ア
バ

リ
ス
、
プ
ロ
コ
ネ
ッ
ソ
ス
の
ア
リ
ス
テ
ア
ス
、
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
の
ヘ
ル
モ
テ
ィ
モ
ス
、
ク

レ
タ
の
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
、
ア
ク
ラ
ガ
ス
の
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス

37

、
さ
ら
に
、
ス
パ
ル
タ
の

フ
ォ
ル
ミ
オ
ン
、
レ
オ
ニ
ュ
モ
ス
、
ア
テ
ネ
の
ク
レ
オ
ニ
ュ
モ
ス
、
シ
ラ
ク
サ
の
エ
ン
ペ

ド
テ
ィ
モ
ス
（
ポ
ン
ト
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
ス
に
よ
っ
て
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
と
ヘ
ル
モ

テ
ィ
ム
ス
か
ら
合
成
さ
れ
た
虚
構
の
人
物
？
）

38

、
シ
ュ
ロ
ス
島
の
ペ
レ
キ
ュ
デ
ス
、
ム

サ
イ
オ
ス
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
、
バ
キ
ス
（
お
そ
ら
く
個
人
名
で
は
な
く
、
ア
ポ
ロ
の
見
者

の
総
称
）

39

な
ど
の
名
を
あ
げ
る
の
で
あ
る

40

。

　
そ
の
さ
い
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
文
献
の
博
捜
ぶ
り
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
上
記

の
伝
承
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
関
連
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
典
拠
は
、デ
ィ
オ
ゲ
ネ

ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
（
三
世
紀
？
）『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
列
伝
』、
ヘ
シ
オ
ド
ス
（
？
）

『
神
統
記
』、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
紀
元
前
五
世
紀
）『
歴
史
』、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
（
二
世
紀
）『
ギ

リ
シ
ャ
案
内
記
』、
プ
リ
ニ
ウ
ス
（
一
世
紀
）『
博
物
誌
』、
ス
ト
ラ
ボ
ン
（
紀
元
前
一
〜

一
世
紀
）『
地
理
書
』、
さ
ら
に
、
プ
ラ
ト
ン
（
紀
元
前
五
〜
四
世
紀
）『
パ
イ
ド
ン
』、『
ゴ

ル
ギ
ア
ス
』、『
国
家
』、『
カ
ル
ミ
デ
ス
』、『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス(

紀
元

前
四
世
紀)

『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
政
』、
ヨ
セ
フ
ス
（
一
世
紀
）『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』、
さ
ら
に

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
四
〜
五
世
紀
）『
神
の
国
』41

な
ど
の
よ
う
に
、
邦
訳
で
容
易
に
知

れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
（
二
〜
三
世
紀
、

S
trom

ateis

）、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
（
紀
元
前
四
世
紀
、
断
片
）
ポ
リ
ュ
フ
ュ
リ
オ
ス
・
テ
ュ

リ
オ
ス
（
三
世
紀
、V

ita P
yth

agorae

）、
イ
ヤ
ム
ブ
リ
コ
ス
（
四
世
紀
、de vita

P
yth

agorica

）、
ア
エ
リ
ア
ノ
ス
（
二
〜
三
世
紀
、V

aria H
istoria

）、
ア
ポ
ロ
ニ
オ

ス
（
紀
元
前
二
世
紀
？
、H

istoriae M
irabiles

）、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
（
一
〜
二
世
紀
、

N
u

m
a, S

olon

な
ど
）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
断
片
）、
ア
ミ
ア
ヌ
ス
・
マ
ル
ケ
リ
ヌ
ス

（
四
世
紀
）、
ピ
ン
ダ
ロ
ス
（
紀
元
前
五
世
紀
、
断
片
）、
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
（
二
世
紀
、

D
eipn

osoph
ista i

）
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
（
二
〜
三
世
紀 de an

im
a

）、
ソ
フ
ォ
ク
レ

ス
（E

lectra

の
ス
コ
リ
ア
）、
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
（
紀
元
前
五
〜
四
世
紀
、N

ubes

の

ス
コ
リ
ア
）、
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
（
紀
元
前
四
〜
三
世
紀
、H

isoria P
lan

taru
m

†D
eipn

osoph
ista
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ソ
ロ
ン
（
紀
元
前
六
世
紀
、
断
片
）、 

サ
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス
（
四
世
紀
、
断
片
）、
ホ
ラ
テ
ィ

ウ
ス
（
紀
元
前
一
世
紀
、epistu

lae

）、
ル
キ
ア
ノ
ス
（
二
世
紀
、V

erae H
istoriae

）、

ノ
ン
ノ
ス
（
四
〜
五
世
紀
？
、D

yon
yu

siaca

）、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
ヌ
ス
（
四
〜
五
世
紀
、

D
e C

on
su

latu
 S

tilich
on

is

）、
マ
メ
ル
ト
ス
（
五
世
紀
、G

ratiaru
m

 A
ctio

C
on

stan
tin

o
）
シ
ド
ニ
ウ
ス
・
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
（
五
世
紀
、P

an
egyr. A

n
th

em
.

）、

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
（
紀
元
前
五
世
紀
、C

yclops

）、
ソ
ロ
イ
の
ク
レ
ア
ル
コ
ス
（
紀
元
前
四

〜
三
世
紀
、
断
片
）、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
（
四
世
紀
、ad G

eorgica

）、
ヌ
メ
ニ
オ
ス
（
二

世
紀
、
断
片
）、
フ
ィ
ロ
ポ
ノ
ス
（
五
世
紀
、in

 A
ristotelis M

eteorogicoru
m

 libru
m

p
rim

u
m

 com
m

en
ta

riu
m

）、
オ
リ
ン
ピ
オ
ド
ロ
ス
（
六
世
紀
、in

 P
la

ton
is

P
h

aedon
em

 com
m

en
taria

）、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
（
二
世
紀
、G

eograph
ia

）、
ポ

リ
ュ
ク
ス
（
二
世
紀
、
断
片
）、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
（
紀
元
前
五
世
紀
、
断
片
）、
エ
ウ
リ
ピ

デ
ス
（
紀
元
前
五
世
紀
、P

h
aëth

on

、H
ippolytu

s

）、
ミ
ム
ネ
ル
モ
ス
（
紀
元
前
六
世

紀
、
断
片
）、
ル
カ
ヌ
ス
（
一
世
紀
、B

ellu
m

 C
iu

ile

）、
さ
ら
に
一
〇
世
紀
の
終
わ
り

な
い
し
は
一
一
世
紀
の
初
め
に
ビ
ザ
ン
チ
ン
で
編
ま
れ
た
一
種
の
百
科
事
典
で
あ
る

『
ス
ー
ダ
』（S

u
da

（
英
語
）/S

ou
da

（
仏
語
））
な
ど
も
参
照
し
て
い
る

42

。

　
こ
れ
ら
の
ク
リ
ア
ー
ノ
が
引
用
・
参
照
し
て
い
る
古
代
の
文
献
一
覧
か
ら
は
、
そ
れ
ら

が
（
と
り
わ
け
著
作
の
年
代
に
つ
い
て
）
雑
多
な
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
ク
リ
ア
ー
ノ
の
論
証
方
法
は
、
い
わ
ば
量
に
よ
る
説
得
術
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
こ
こ
で
は
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の

個
々
の「
弁
別
特
徴
」
を
め
ぐ
る
伝
承
相
互
の
結
び
つ
き
や
由
来
を
跡
づ
け
る
と
い
っ
た

た
ぐ
い
の
文
献
学
的
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

43

。

と
に
か
く
、ク
リ
ア
ー
ノ
が
古
典
ギ
リ
シ
ャ
の
文
献
を
大
量
に
動
員
し
て
わ
れ
わ
れ
を

説
得
し
よ
う
と
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
に
お
け
る
イ
ア
ト
ロ

マ
ン
テ
ィ
ス
の
土
着
性
（au

toch
ton

e

）
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

に
お
い
て
は
、
強
梗
状
態
（apn

ou
s=a;pnouj

）
に
陥
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
偉
業
（
す
な

わ
ち
上
記
の
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
「
弁
別
特
徴
」
で
あ
る
業
）
を
な
す
者
た
ち
の
伝

承
が
本
質
的
な
統
一
性
（co

h
é

sio
n

 
in

trin
sè

q
u

e

）
と
〈
強
固
な
つ
な
が
り

〔solidarité

〕〉
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
ク
リ
ア
ー
ノ

の
主
張
で
あ
る

44

。

さ
ら
に
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、こ
の
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
問
い
を
た

て
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
答
え
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、「
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ

ス
は
シ
ャ
ー
マ
ン
か
？
」
と
い
う
問
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ

ス
が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
に
せ
よ
な
い
に
せ
よ
、そ
の
よ
う
な
者
た
ち
が
現
わ
れ
た
の
は

紀
元
前
七
世
紀
に
お
け
る
ス
キ
タ
イ
人
と
の
接
触
の
影
響
な
の
か
？
」と
い
う
問
い
で
あ

る
。ど

ち
ら
の
問
い
に
対
す
る
ク
リ
ア
ー
ノ
の
解
答
も
、
と
り
あ
え
ず
明
快
で
あ
る
。
ま

ず
、
前
者
に
対
す
る
答
え
は
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
、
す
な
わ
ち
「
ギ
リ
シ
ャ
の

《
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
は
北
ア
ジ
ア
や
ス
キ
タ
イ
の
そ
れ
か
ら
は
ま
っ
た
自
立
し
た
」
現

象
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
代
表
的
な
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
と
み
な
さ
れ
る
現
象

は
中
央
・
北
ア
ジ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス

自
体
を
シ
ャ
ー
マ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
す
ら
で
き
る
」、
と
い
う
エ
リ
ク
・
Ｒ
・
ド
ッ
ズ
な
ど

の
考
え

45

は
し
り
ぞ
け
て
い
る

46

。

　
ク
リ
ア
ー
ノ
が
さ
ら
に
論
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
と
は
、

ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
レ
オ
ス
の
ア
ポ
ロ
神
と
関
連
し
た
人
物
た
ち
、つ
ま
り
ア
ポ
ロ
に
憑
依
さ
れ

る
者
（f

oibovlhptoj / f
oibovlamptoj

）
と
関
連
し
た
宗
教
現
象
の
よ
う
に
見
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る

47

。
さ
ら
に
彼
ら
の
主
た
る
特
徴
は
、
魂
の
移
動
（le voyage d

e

l’âm
e

）
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

48

。
加
え
て
、
そ
れ
は
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
以
来
の
前
期

a;pnouj

（
無
呼
吸
状
態
、
無
生
命
状
態
？
、
強
梗catalepsie

）
と
い
う
現
象
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
で
あ
る

49

。

　
ク
リ
ア
ー
ノ
は
ル
イ
ス
に
よ
る
宗
教
的
憑
依
現
象
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
分
類
に
も

言
及
し
て
い
る
。

①

エ
ク
ス
タ
シ
ー
・
カ
ル
ト
（
崇
拝
）:

主
体
が
な
に
か
し
ら
の
霊
に
非
自
発
的
に
憑

か
れ
て
し
ま
う
も
の
。

②

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム:

主
体
（
こ
の
場
合
は
、〈
操
作
者
〉）
が
随
意
に
そ
う
い
っ
た
霊

を
支
配
す
る
も
の
。

③

妖
術
（sorcellrie

）:

そ
う
い
っ
た
霊
を
支
配
す
る
操
作
者
が
、
そ
れ
を
受
動
的
な

人
間
に
向
け
、そ
の
人
間
が
意
に
反
し
て
そ
う
い
っ
た
霊
に
よ
っ
て
憑
か
れ
る
こ
と
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に
な
る
も
の

50

。

ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
崇
拝
が
①
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
、

そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
の
「
ザ
ー
ル
（sar

）」
51

に
も
類
似
し
た
集
団
的
・
儀
礼
的
憑
依
現

象
で
あ
る
と
、
ル
イ
ス
や
ジ
ャ
ン
メ
ー
ル

52

な
ど
と
共
に
推
測
す
る
。
し
か
し
ク
リ
ア
ー

ノ
は
、こ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
崇
拝
と
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
現
象
を
次
の
よ
う
に
区

別
し
て
い
る
。

　
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
崇
拝
は
、ヘ
ラ
や
ア
ル
テ
ミ
ス
と
い
っ
た
女
神
に
関
係
す
る
非
常
に

古
い
神
話
的
・
儀
礼
的
伝
統
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
の
が
、
神
か
ら
発
せ
ら

れ
た
「
マ
ニ
ア
〔mani,a

〕」
に
非
自
発
的
に
と
り
憑
か
れ
た
者
た
ち
の
「
集
団
」
で
あ

る
53

の
に
対
し
て
、
ア
ポ
ロ
神
と
関
連
す
る
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
現
象
は
、
集
団
的

エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
い
う
よ
り
は
「
個
人
的
（solitaire

）」
な
も
の
で
あ
り

54

、
自
ら
に
憑

依
し
た
も
の
を
支
配
し
操
作
す
る
、
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
の
特
徴
（
上
の
②
）
は
備
え
て

い
な
い
と
し
て

55

、イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
と
い
う
現
象
の
独
自
性
を
主
張
し
て
い
る

56

。

　
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
と
異
な
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
何
か
し
ら
霊
的
な
も
の
に
と
ら

わ
れ
る
が
、
憑
依
さ
れ
た
者
は
、
憑
依
し
た
も
の
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
覚
ま

し
い
業
を
成
し
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
話
と
い
う
の
は
、
さ
し
ず
め
「
傷
つ

い
た
外
科
医
（w

ou
n

ded su
rgeon

）」（
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
）
の
話
な
の
で
あ
り
、

自
分
を
虜
に
し
た
も
の
を
自
分
の
虜
と
す
る
憑
依
さ
れ
た
者
な
の
で
あ
る

57

。
そ
し
て
、

イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
に
つ
い
て
は
そ
う
は
言
え
な
い
、と
い
う
の
が
ク
リ
ア
ー
ノ
の
主
張

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
上
記
二
つ
目
の
問
い
で
あ
る
「
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
は
紀
元
前
七
世
紀
に

お
け
る
ス
キ
タ
イ
人
と
の
接
触
に
よ
っ
て
（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
も
の
が
）
ギ
リ
シ
ャ

に
持
ち
込
ま
れ
た
」
結
果
な
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
ク
リ
ア
ー
ノ
の
答
え
も
、
否
定

的
な
も
の
で
あ
る
。イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
よ
う
な
存
在
が
紀
元
前
七
世
紀
頃
に
ギ
リ

シ
ャ
に
出
現
し
て
く
る
の
は
、「
神
の
人
〔qei/oj avnh,r

〕」
と
呼
ば
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
土

着
の
要
素
と
、ス
キ
タ
イ
人
と
の
文
化
的
接
触
に
由
来
す
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
要
素

と
い
う
、二
つ
の
要
因
か
ら
な
る
と
し
た
ド
ッ
ズ
の
説

58

を
疑
わ
し
い
と
し
て
し
り
ぞ
け
、

「
彼
ら〔
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
〕は
ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
と
も
に
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
そ

の
文
化
自
体
の
な
か
に
目
立
っ
た
場
所
を
占
め
て
お
り
、も
っ
と
も
独
特
な
も
の
だ
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
文
化
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一
つ
な
の
で
あ
る
」

59

と

結
論
づ
け
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
本
論
の
一
、
二
を
と
お
し
て
、
本
稿
の
副
題
と
し
た
ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
の

「
原
点
」
と
「
方
法
」
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
二
で
は
、

ク
リ
ア
ー
ノ
の
宗
教
研
究
の
具
体
的
な
「
方
法
」
に
か
ん
し
て
一
定
の
見
通
し
を
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
当
該
の
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
の
彼
の
よ
か
れ
あ
し
か
れ
明
快
な
整
理
は
、本
稿
の
一
の
最
後
で
ま
と
め
た
よ
う

な
彼
の
「
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
あ
る
い
は
「
二
項
対
立
」
的
思
考
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
「
方
法
」
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
よ
う
。ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
の
具
体
像
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
を
今
後
の

課
題
と
し
て
残
し
つ
つ
、
と
り
あ
え
ず
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

　
注
　
注
　
注
　
注
　
注

1 

ク
リ
ア
ー
ノ
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、そ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
り
彼
の

伝
記
と
も
な
っ
て
い
るTed A

n
ton

, E
ros, M

agic, and the M
urder of P

rofessor
C

u
lian

u
 (E

van
ston

, Illin
ois: N

orth
 W

estern
 U

n
iversity P

ress, 1996)

に
詳

し
い
。

2 

ク
リ
ア
ー
ノ
に
よ
る“oth

erw
orldly jou

rn
ey”

の
定
義
は
、「
通
常
の
存
在
に
は
隠

さ
れ
て
い
る
別
の
世
界
の
現
実
に
接
近
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
あ
る
人
の
、
別
な
人（
友

人
、
弟
子
、
国
、
世
界
な
ど
）
に
対
す
る
啓
示
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
、
そ
の
啓
示
の
情
報
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は
死
後
の
魂
の
運
命
に
関
係
し
て
い
る
」（I. P. C

u
lian

u
, P

sychanodia  I: A
 S

urvey
of E

viden
ce C

on
cern

in
g th

e A
scen

sion
 of th

e S
ou

l an
d Its R

elevan
ce

[L
eiden

: E
. J. B

rill, 1983], P.5

）
と
な
る
。

3 O
u

t of T
h

is W
orld: O

th
erw

orldly Jou
rn

eys from
 G

ilgam
esh

 to A
lbert

E
in

stein
 (B

oston
, M

assach
u

setts: S
h

am
bh

ala, 1990).

4 ibid., p. 45.

5 ibid., pp.12-32.

6 

例
え
ば
、Tlön

, U
qbar, O

rbis Tertiu
s  (1944)

（
鼓
直
訳
「
ト
レ
ー
ン
、
ウ
ク
バ
ー

ル
、
オ
ル
ビ
ス
・
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
」
東
雅
夫
編
集
『
書
物
の
王
国
１ 

架
空
の
町
』
国
書

刊
行
会
、1997

年
）
な
ど
で
あ
る
。

7 S
pecu

lation
 on

 th
e F

ou
rth

 D
im

en
sion

: S
elected W

ritin
gs of C

h
. H

.

H
in

ton
,  ed. R

. R
u

cker (N
ew

 York: D
over, 1980). 

こ
の
著
作
の
編
者
の
名
前
で

分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
章
で
ク
リ
ア
ー
ノ
はS

F
作
家
のR

u
ddy R

u
ck

er

に
多
く
を

負
っ
て
い
る
と
書
い
て
い
る
（C

ou
lian

u
, O

u
t of T

h
is W

orld, p.237, n
.3

）

8 E
. A

bbott, F
latlan

d (N
ew

 Y
ork

: H
arper &

 R
ow

, 1983).  

『
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ン

ド
』
森
毅
序
，
石
崎
阿
砂
子
・
江
頭
満
壽
子
訳
（
東
京
図
書
）、
出
版
年
不
明
。

9 C
u

lian
u

, P
sychanodia I: A

 S
urvey of E

vidence C
oncerning the A

scension

of the S
oul and Its R

elevance .

ク
リ
ア
ー
ノ
の
博
士
論
文
の
題
目
は “E

xpérien
ces

de l’extase et sym
boles de l’ascen

sion
, de l’H

ellén
ism

e à l’Islam
”

で
あ
る
。

引
用
は
、P

sych
an

odia  I

のackn
ow

ledgem
en

t

の
冒
頭ix

。

10 I. P. C
ou

lian
o, E

xpérien
ces de l’extase: E

xtase, ascen
sion

, et récit

vision
n

aire de l’h
ellén

ism
e au

 m
oyen

 âge  (P
aris: P

ayot, 1984). 
前
著

P
sych

an
odia  I

が
、当
該
問
題
に
か
ん
す
る
自
身
の
考
え
を
綱
要
的
に
記
述
し
た
も
の

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
、
そ
れ
を
「
積
極
的
、
建
設
的
に
補
完
」

（E
xpérien

ces de l’extase, p.9

）
す
る
叙
述
で
あ
る
と
、
ク
リ
ア
ー
ノ
自
身
に
よ
っ

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

11 

い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
宗
教
史
学
派
」
へ
の
批
判
は
、
ク
リ
ア
ー
ノ
の
い
ま
ひ
と
つ
の
重

要
な
著
作T

h
e Tree of G

n
osis  (N

ew
 York: H

arperC
ollin

s, 1991)

で
も
非
常
に

辛
ら
つ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
Ｉ
・
Ｐ
・
ク
リ
ア
ー
ノ
は
な
ぜ
ド
イ
ツ
宗

教
史
学
派
が
き
ら
い
な
の
か
」
ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
会
編
『
ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
』（
創
刊
準

備
号
）、
五-

一
九
頁
（
北
海
道
大
学
宗
教
学
イ
ン
ド
哲
学
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ[h

ttp:/

/h
b6.seikyou

.n
e.jp/h

om
e/iakito/sh

u
u

kyou
 in

tetsu
.h

tm
l]

上
の
み
）
を
参
照
。

な
お
、
わ
れ
わ
れ
ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
会
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
こ
の
『
グ
ノ
ー
シ
ス
の

樹
』
の
翻
訳
を
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
が
、
版
権
の
関
係
で
出
版
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
書

の
で
き
る
だ
け
早
い
翻
訳
出
版
が
望
ま
れ
る
。

12 

こ
こ
ま
で
の
引
用
は
、
す
べ
てP

sych
an

odia I, p.1

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

13 W
ilh

elm
 B

ou
sset. D

ie H
im

m
lsreise d

er S
eele  (in

 A
rch

iv fü
r

R
eligion

sw
issen

sch
a

ft 4
 [1

9
0

1
], S

.1
3

6
-1

6
9

 u
. 2

2
9

-2
7

3
)(rep

rin
t,

[W
issen

sch
aftlich

e B
u

ch
gesellsch

aft, D
arm

stadt, 1971]).

14 J. J. C
ollin

s, “In
trod

u
ction

: T
ow

ard
 th

e M
orp

h
ology of a G

en
re,”

S
E

M
E

IA
 14 (J. J. C

ollin
s [E

d.], A
pocalypse: T

h
e M

orph
ology of a G

en
re),

(1979).

15 P
sych

an
odia I, pp.5-15.

16 E
xpériences de l’extase, p.9.

17 

「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
二
元
論
は
明
白
に
〈
反
世
界
的
〔an

ticosm
ic

〕〉
で
〈
反
身

体
的
〔an

tisom
atic

〕〉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
〔
す
な
わ
ち
イ
ラ

ン
の
〕
二
元
論
は
〈
親
世
界
的
〔pro-cosm

ic

〕〉」（P
sych

an
odia I, p.21

）
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
一
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
二
元
論
は
、
イ
ラ
ン
の

二
元
論
と
異
な
り
、
世
界
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
方
を
も
も
っ
て
い
る
。
二
、
ギ
リ
シ
ャ

の
二
元
論
は
反
世
界
的
で
は
な
い
が
、〔
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
二
元
論
は
〕
イ
ラ
ン
の
二

元
論
の
形
式
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
の
二
元
論
の
形
式
に
よ
り
似
て
い
る
。
三
、
も
し
一
つ
の

起
源
が
探
求
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
二
元
論
は
イ
ラ
ン
の
二
元
論
に

由
来
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
」（P

sych
an

odia  I,  p.66, n
.25.

た
だ
し
、

〔 
〕
内
は
佐
々
木
に
よ
る
補
い
）。
ク
リ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
（ibid

.

）、
そ
れ
に
対
し
て

B
ou

sset

は
、
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
編
』
第
一
〇
巻
の
「
エ
ル
」
の
神
話
が
イ
ラ
ン
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
考
え
（B

ou
sset. D

ie H
im

m
lsreise der S

eele, S
.60

）、「
ギ
リ

シ
ャ
に
特
徴
的
な
思
考
は
、
こ
の
世
に
対
す
る
悲
観
的
見
解
で
あ
る
」（B

ou
sset. D

ie
H

im
m

lsreise der S
eele, S

.70

）
と
し
て
い
る
。
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
見
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ら
れ
る
よ
う
な
「
反
身
体
主
義
（an

tisom
atism

e

）」
は
、「
い
ま
ひ
と
つ
の
二
元
論
的

モ
チ
ー
フ
、
す
な
わ
ち
自
然
的
世
界
の
純
粋
な
地
獄
へ
の
変
容
（an

ticosm
ism

e

）〔
す

な
わ
ち「
こ
の
世
に
対
す
る
悲
観
的
見
解
」〕
を
自
動
的
に
引
き
起
こ
す
わ
け
で
は
な
い
」

（E
xpérien

ces de l’extase,  p.50

）
と
考
え
る
。
そ
の
ほ
か
、B

ou
sset

の
論
拠
の
時

代
錯
誤
性
に
つ
い
て
はP

sych
an

odia I, p.19

な
ど
も
参
照
。

18 E
xpérien

ces de l’extase,  p.10, 46

な
ど
を
参
照
。

19 ibid., p.20.

20 W
ilh

elm
 A

n
z, Z

u
r F

rage n
ach

 dem
 U

rspru
n

g des G
n

ostizism
u

s. E
in

religion
sgesch

ich
tlich

er V
ersu

ch
 (L

eipzig, 1897).

そ
れ
に
対
し
てB

ou
sset

は

「
魂
の
上
昇
」
モ
チ
ー
フ
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
一
つ
の
重
要
な
教
説
で
あ
る
こ
と
は
認

め
つ
つ
も
、
そ
の
「
中
心
と
な
る
教
説Z

en
tralleh

re

」
と
は
認
め
な
い
（P
sych

an
odia

I, p.18

）。
こ
れ
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
（
主
義
）
の
定
義
や
本
質
を
め
ぐ
る
問
題
と
関
連
し

て
く
る
が
、
同
時
に
ま
た
こ
れ
は
、
私
の
狭
い
研
究
領
域
で
あ
る
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
解
釈

な
ど
に
も
関
係
し
て
く
る
。
例
え
ば
、R

. B
u

ltm
an

n
は
、
そ
の
よ
う
な
「
魂
の
誘
導

〔S
eelen

leitu
n

g;

こ
れ
をJoh

n
 A

sh
ton

は“passage of sou
l”

と
英
訳
し
て
い
る

(U
n

derstan
din

g th
e F

ou
rth

 G
ospel,  [O

xford: C
laren

don
 P

ress, 1991],

p.53)

〕
に
つ
い
て
の
ク
ノ
ー
シ
ス
（
主
義
）
的
教
説
が
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
欠
け
て
い
る

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（R

u
d

olf B
u

ltm
a

n
n

, „D
ie B

ed
eu

tu
n

g
 d

er
n

eu
ersch

lossen
en

 m
an

d
äisch

en
 u

n
d

 m
an

ich
äisch

en
 Q

u
ellen

 fü
r d

as

V
erstän

dn
is des Joh

an
n

esevan
geliu

m
s,“ in

 E
xegetica (T

ü
bin

gen
: J.C

.B
.

M
oh

r [P
au

l S
iebeck

], 1967 [1925]), S
.57

）。
た
だ
し
、B

u
ltm

an
n

は
こ
れ
を

「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
密
儀
的
敬
虔（h

ellen
istisch

e M
ysterien

fröm
m

igkeit

）」の
特
徴

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
魂
の
上
昇
／
下
降
」
モ
チ
ー
フ
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
特

徴
で
、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
密
儀
宗
教
」
の
特
徴
で
は
な
い
の
か
？
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
と
の

関
連
に
お
い
て
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
か
？
例
え
ば
、

W
ayn

e A
. M

eek
s

は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
け
る
魂
と
い
う
よ
り
は
イ
エ
ス
自
身
の

「
上
昇
／
下
降
」
モ
チ
ー
フ
の
い
わ
ば
社
会
学
的
な
隠
喩
的
働
き
を
分
析
し
て
い
る

（”T
h

e M
an

 from
 H

eaven
 in

 Joh
an

n
in

e S
ectarian

ism
,” JB

L
 91 [1972],

pp.44-72

）。

21 

た
だ
し
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
惑
星
と
結
び
つ
い
た
七
つ
の
天
を
通
過
す
る
「
上
昇
」を「
ギ

リ
シ
ャ
型
」、
七
つ
（
な
い
し
三
つ
の
）
天
は
通
過
す
る
が
、
そ
れ
が
惑
星
天
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
な
い
「
上
昇
」
を
「
ユ
ダ
ヤ
型
」
と
し
て
、
両
者
の
区
別
は
維
持
し
よ
う
と

す
る
（E

xpérien
ces de l’extase,  pp.20f.

）。
し
か
し
、
前
者
が
後
者
に
、「
キ
リ
ス

ト
教
時
代
に
お
い
て
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」（ibid., p20.

）。

22 E
xpérien

ces de l’extase,  p. 10.

23 ibid., p. 9.

24 ibid., pp. 25-43.

25 

（『
国
家
』
第
一
〇
巻
〔614a-621d

〕
や
『
パ
イ
ド
ン
』〔107d-115a

〕、『
ゴ
ル
ギ

ア
ス
』〔522d-527c

〕、『
パ
イ
ド
ロ
ス
』〔246a-257b

〕）。Expérien
ces de l’extase,

p. 103 an
d p. 179, n

. 5

な
ど
を
参
照
。

26 ibid., pp. 45-62.

「
天
の
終
末
論
が
、
一
般
的
に
、
地
下
の
終
末
論
に
と
っ
て
か
わ

る
」（E

xpérien
ces de l’extase,  p. 53;

こ
の
場
合
「
終
末
論
」
は
「
地
獄
」
と
ほ
ぼ

同
義
と
思
わ
れ
る
）。

27 E
xpérien

ces de l’extase,  p. 45

な
ど
を
参
照
。

28 

ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
こ
の
よ
う
な
「
世
界
の
悪
魔
化
」
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
ロ
ー
マ

帝
国
に
よ
る
地
中
海
世
界
の
席
捲
、
と
り
わ
け
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
占
領
や
神
殿
崩
壊
（
紀

元
七
〇
年
）
を
考
え
て
い
る
（E

xpérien
ces de l’extase,  pp. 61, 70 an

d 77

な
ど

を
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
的
に
推
測
す
る
な
ら
（
ク
リ
ア
ー
ノ
は
明
言
し
て
い
な

い
が
）、
こ
の
「
世
界
の
悪
魔
化
」
と
い
う
の
は
、
上
記
の
歴
史
的
出
来
事
に
よ
っ
て
生

じ
た
、
ユ
ダ
ヤ
教
＝
キ
リ
ス
ト
教
（
の
一
部
？
）、
並
び
に
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
共
通
し

た
思
想
的
「
弁
別
特
徴
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

29 E
xpérien

ces de l’extase,  p. 119.
30 ibid., pp. 145-152.

31 
そ
の
例
と
な
る
記
述
を
あ
げ
て
お
こ
う
。「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
マ
ン
ダ
教
の

魂
の
上
昇
〔psych

an
odie

〕
で
あ
る
マ
シ
ク
タ
ー
〔m

assiqta

〕
は
、
諸
惑
星
天
を
通

過
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
マ
ニ
教
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。〔
改
行
〕
二
つ

の
基
本
的
な
観
念
が
、
こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
（
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
）
文
献
に
見
ら
れ
る:

〔
諸
天
を
通
過
す
る
〕
魂
の
上
昇
と
／
あ
る
い
は
下
降
の
観
念
と
、
諸
天
の
悪
魔
化
の
観
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念
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
二
つ
の
観
念
は
、
一
緒
に
な
っ
て
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主

義
に
し
か
現
わ
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
」（E

xpérien
ces de l’extase,  p. 132.

ち
な

み
に
、
こ
れ
は
「
ド
イ
ツ
宗
教
史
学
派
」
以
来
の
マ
ン
ダ
教
の
起
源
に
か
ん
す
る
仮
説
に

つ
い
て
の
批
判
と
な
る
、
詳
し
く
は
、
本
稿
の
注
11
で
あ
げ
た
拙
稿
「
Ｉ
・
Ｐ
・
ク
リ
ア
ー

ノ
は
な
ぜ
ド
イ
ツ
宗
教
史
学
派
が
嫌
い
な
の
か
」
を
参
照
。
ま
た
、
マ
ン
ダ
教
の
「
マ
シ

ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、K

u
rt R

u
dorph

, D
ie G

n
osis: W

esen
 u

n
d G

esch
ich

te
ein

er spätan
tiken

 R
eligion

 (V
an

den
h

oeck &
 R

u
prech

t, 1980), S
. 191f.

大

貫
隆
他
訳
『
グ
ノ
ー
シ
ス 
古
代
末
期
の
宗
教
の
本
質
と
歴
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
一-

一

九
二
頁
を
参
照
。
そ
こ
で
は
「
七
」
と
い
う
数
が
出
て
く
る
が
、
確
か
に
、
そ
れ
は
七
つ

の
層
を
成
し
た
「
惑
星
天
」
の
こ
と
で
は
な
い
）。
こ
の
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
「
こ
の

世th
e cosm

os

の
悪
魔
化
」〔
＝
「
諸
天
の
悪
魔
化
」〕
は
世
界
の
新
し
い
見
方
を
前
提

と
す
る
が
、
そ
れ
は
全
体
と
し
て
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
宗
教
に
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
も
、
ギ
リ

シ
ャ
の
宗
教
に
も
、
イ
ラ
ン
の
宗
教
に
も
な
い
も
の
で
あ
る
」（P

sych
an

odia  I, p
.

21

）。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
こ
こ
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
ク
リ

ア
ー
ノ
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
こ
の
世
の
悪
魔
化
」
を
あ
る
程
度
は
グ
ノ
ー
シ
ス

主
義
と
共
通
の
観
念
と
し
て
持
つ
が
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
、
天
の
運
命
（
諸
天
の

悪
魔
化
や
そ
こ
を
通
過
す
る
魂
の
上
昇
と
／
あ
る
い
は
下
降
）に
は
と
り
憑
か
れ
て
い
な

か
っ
た:

彼
ら
の
主
要
な
敵
対
者
は
〈
死
〉
で
あ
る
」(E

xpérien
ces de l’extase,  p.

121)

。
本
稿
の
注
17
、
20
、
28 

も
参
照
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
黙
示
録
的
場
面
の
中
で
人

間
は
上
げ
ら
れ
、
下
降
の
場
面
に
お
い
て
神
が
低
め
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
〔
上
昇
／
下

降
〕関
係
は
お
も
に
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
、
部
分
的
に
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
係
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
到
来
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
世

界
や
ユ
ダ
ヤ
教
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
」（P

sych
an

odia  I, p. 8

）。
こ

う
い
っ
た
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
に
か
ん
す
る
バ
イ
ナ
リ
な
仕
分
け
は
、The Tree of G

nosis

で
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
明
示
さ
れ
、特
に
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
神
話
の
分
析
に
具
体
的

に
用
い
ら
れ
る
。

32 

ク
リ
ア
ー
ノ
の
記
述
に
は
、
例
え
ば
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
二
元
論
の
イ
ラ
ン
起
源
説

な
ど
、
誤
っ
た
伝
播
仮
説
を
正
そ
う
と
い
う
よ
り
は
、
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
の
「
伝
播
」
と

い
う
考
え
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
な
口
吻
が
感
じ
ら
れ
る
。本
稿
本
文
の
八
頁

や
注
11
で
あ
げ
た
拙
稿
を
参
照
。

33 

ク
リ
ア
ー
ノ
は
、「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
〔
宗
教
的
〕
伝
承
の
重
要
な
並
行
し
た
展
開
」

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
語
り
、
そ
う
い
っ
た
「
発
展
」
は
、「
共
通
の
起
源
と
い
う
よ
り

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

は
、共
通
の
状
況
か
ら
説
明
さ
れ
る
、
と
い
う
ほ
う
が
は
る
か
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
る
（E

xpérien
ces de l’extase, p. 101

）。「
例
え
ば
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン

テ
ィ
ス
た
ち
〔iatrom

an
tes

〕
と
ユ
ダ
ヤ
の
（
と
り
わ
け
初
期
の
）
預
言
者
た
ち
、
も
っ

と
具
体
的
に
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
と
エ
リ
ヤ
、
両
伝
承
の
類
似
性
（ibid., p. 27

）、
あ
る

い
は
、
極
北
の
楽
園
ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
レ
オ
ス
人
〔H

y
p

e
r

b
o

r
é

e
n

〕
と
イ
ン
ド
の

U
ttarak

u
ru

s

（u
ttara-k

u
ru

＝
「
北
倶
盧
州
」
の
人
）
の
類
似
性
の
指
摘
な
ど
も

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

（ibid., p. 36

）。「
伝
播
仮
説
は
余
計
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（ibid.

）
た
だ
し
、ibid.,

p. 39

も
参
照
。

34 E
xpérien

ces de l’extase, p. 23.

ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
章
立
て
せ
ず
に
、
同
書
第
一

章
の
直
前
に
、「〈
恍
惚
〔
状
態
〕〉
と
い
う
用
語
の
意
味
に
か
ん
す
る
注
記
〔N

ote

con
cern

an
t la sign

ification
 du

 term
e «extase»

〕」
と
い
う
、〈
恍
惚
〔
状
態
〕〉

＝
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
め
ぐ
る
簡
略
な
学
説
史
と
し
て
辞
書
項
目
の
よ
う
な
三
頁
ほ
ど
の
短

文
を
載
せ
て
い
る
（ibid., pp. 22-24

）。
そ
こ
で
彼
は
、
例
え
ば
、
ボ
ル
ト
ン
（J. D

.

P. B
olton

, A
risteas of P

rocon
n

esu
s  [L

on
don

, 1962]

）を
引
用
し
な
が
ら
、
ロ
ー

デ（E
. R

oh
de, P

syche: the C
ult of S

ouls and B
elief in Im

m
ortality am

ong
th

e G
reeks, tr. by W

. K
. C

. G
u

th
rie [N

ew
 Y

ork, 1966 [1893]], p. 274f., n
.

46

）
の
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
のekstasis

は
、
身
体
か
ら
の
魂
の
分
離
」
だ
と
い
う
考
え
を

文
献
学
的
な
裏
づ
け
が
な
い
と
い
う
ド
ッ
ズ
の
議
論（E

. R
. D

odds, T
he G

reeks and
th

e Irration
al (B

erk
eley/L

os A
n

gels, 1951) pp. 94f., n
. 84.

岩
田
靖
夫
・
水

野
一
訳
『
ギ
リ
シ
ャ
人
と
非
理
性
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
一
六-

一
一
七
頁
、

注(

84)

）
に
拠
っ
て
退
け
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（H

. F
isch

er, S
tu

d
ien

 ü
b

er

S
eelen

vorstellu
n

gen
 in

 O
zea

n
ien

 [M
ü

n
ch

en
, 1

9
6

5
]

）
が
好
む
「
夢
我

（T
rau

m
ego

）」
と
い
う
考
え
方
も
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
類
似
現
象
に
お
い
て
夢
は
二
次

的
な
役
割
し
か
果
た
さ
な
い
と
い
う
ブ
レ
ン
ナ
ー
（J. B

ren
n

er, T
h

e E
arly G

eek
C

on
ception

s of th
e S

ou
l [A

peldoorn
, 19791]

）
に
も
と
づ
い
て
退
け
る
な
ど
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
た
ち
の
「
非
常
に
豊
か
で
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特
徴
的
な
」「
恍
惚
〈
状
態
〉
の
現
象
論
」
は
、
そ
う
い
っ
た
類
の
一
般
的
く
く
り
方
で

は
捉
え
き
れ
な
い
、
と
ク
リ
ア
ー
ノ
は
言
い
た
い
よ
う
で
あ
る
（E

xp
érien

ces d
e

l’extase, pp.23-24

）。

35 E
xpérien

ces de l’extase , p. 29.

さ
ら
に
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ

ス
の
「
弁
別
特
徴
」
と
し
て
、「
浄
化
〔pu

rification

〕」（ibid., p.31

）
や
「
魔
術
的

治
療
行
為
〔opération

s iatrom
agiqu

es

〕」（ibid., pp. 31f.

）
と
い
っ
た
も
の
も
考

え
て
い
る
よ
う
だ
。

36 D
odds, T

h
e G

reeks an
d th

e Irration
al,  p.144. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理

性
』、
一
七
八
頁
。
し
か
し
、
ド
ッ
ズ
は
こ
の
点
に
か
ん
す
る
典
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
。

「
霊
界
」＝
ハ
デ
ス
へ
の
旅
に
つ
い
て
は
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス『
ギ
リ
シ
ャ

哲
学
者
列
伝
』
第
八
巻
（
四
一
）
な
ど
に
あ
る
。
ク
リ
ア
ー
ノ
も
こ
れ
ら
の
「
弁
別
特
徴
」

を
示
す
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
伝
承
は
あ
げ
て
い
な
い
。

37 

以
上
の
人
物
は
、
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
の
前
に
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
を
お
い
て
、
時
代
の
古
い
順

か
ら
ド
ッ
ズ
も
例
示
し
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
た
ち
で
あ
る
が
、
ド
ッ
ズ

は
、そ
れ
以
外
の
ク
リ
ア
ー
ノ
が
あ
げ
て
い
る
人
物
た
ち
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。Dodds,

T
h

e G
reeks an

d th
e Irration

al,  pp.142-146. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理
性
』、

一
七
五-

一
八
〇
頁
。

38 E
xpérien

ces de l’extase , p.38.

39 ibid., p.177 n
.100.

40 

注
37
に
記
し
た
よ
う
に
、
フ
ォ
ル
ミ
ン
以
下
の
「
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
」
あ
る
い
は

「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
た
る
人
物
に
か
ん
し
て
、
ド
ッ
ズ
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ム
サ
イ
オ
ス

に
か
ん
し
て
は
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
コ
ー
ン
フ
ォ
ー
ド
（F. M

 .C
orn

ford, P
rin

cipiu
m

S
apientiae: A

 S
tudy of the O

rigins of G
reek P

hilosophical T
hought [N

ew

Y
ork

, 1952], p.89

）
に
拠
っ
て
い
る
（E

xpérien
ces de l’extase , p.39 an

d p.

178, n
. 154.

。

41 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
三
世
紀
の
異
教
の
神
学
者
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ラ
ベ
オ
に
つ

い
て
の
言
及
で
あ
る
が
、
岩
波
文
庫
版
『
神
の
国
』（
服
部
英
次
郎
訳
『
神
の
国
』（
一
）

岩
波
書
店
、1982

年
）
の
訳
注
（
一
二
四
頁
）「
ロ
ー
マ
の
法
律
家
」「
ア
ン
テ
ィ
ス
テ
ィ

ウ
ス
・
ラ
ベ
オ
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
」
と
い
う
の
は
誤
っ
て
い
る
。

42 

こ
れ
ら
の
人
名
等
の
列
挙
は
、E

xpérien
ces de l’extase

の
第
一
章
の
注
（ibid.,

pp. 175-179

）
で
ク
リ
ア
ー
ノ
が
参
照
指
示
し
て
い
る
も
の
を
、
重
複
を
さ
け
て
順
に

記
し
た
も
の
で
あ
る
。ド
ッ
ズ（D

odds, T
h

e G
reeks an

d th
e Irration

al,  p. 161,
n

. 32. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理
性
』、
一
九
九
頁
、
注(

32)

）
に
よ
れ
ば
、「
ギ
リ

シ
ャ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
」（
す
な
わ
ち
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
）
に
つ
い
て
は
、E

.
R

oh
de, P

sych
e: S

eelen
cu

lt u
n

d U
n

sterblich
k

eitsglau
be der G

riech
en

[T
ü

bin
gen

, 1925 [1893]]

）
に
「
彼
ら
に
つ
い
て
の
大
部
分
の
典
拠
が
集
め
ら
れ
議

論
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
デ
の
著
作
を
ク
リ
ア
ー
ノ
も
参
考
文
献
と

し
て
あ
げ
て
い
る
が
（E

xpérien
ces de l’extase, p

. 214

）、E
xpérien

ces de
l’extase

の
こ
の
第
一
章
に
お
い
て
、
そ
の
ロ
ー
デ
の
著
作
か
ら
の
具
体
的
な
引
用
や
参

照
指
示
は
な
い
。
ロ
ー
デ
は
、「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
状
態
に
陥
る
見
者
や
〔
同
じ
よ
う
に
し

て
〕
浄
化
を
行
な
う
祭
司
〔die ekstatisch

en
 S

eh
er u

n
d R

ein
igu

n
gspriester

〕」

（E
. R

oh
de, P

syche: S
eelencult und U

nsterblichkeitsglaube der G
riechen

[T
ü

bin
gen

, 1907
4], B

d. II, S
. 90

）、
す
な
わ
ち
ク
リ
ア
ー
ノ
の
言
う
「
イ
ア
ト
ロ

マ
ン
テ
ィ
ス
」
に
属
す
る
者
た
ち
と
し
て
、
ア
バ
リ
ス
、
ア
リ
ス
テ
ア
ス
、
ヘ
ル
モ
テ
ィ

モ
ス
、
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
、
ペ
レ
キ
ュ
デ
ス
、
フ
ォ
ル
ミ
オ
ン
な
ど
の
名
を

あ
げ
て
い
る
（R

oh
de, P

sych
e, B

d. II, S
. 90-102

）。
ド
ッ
ズ
の
指
摘
す
る
と
お

り
、こ
れ
ら
の
人
物
に
か
ん
す
る
文
献
学
的
デ
ー
タ
と
そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
の
分
析
を
記

述
し
た
ロ
ー
デ
の
注
は
詳
細
を
き
わ
め
て
お
り
、一
面
で
ク
リ
ア
ー
ノ
が
そ
れ
ら
に
大
き

く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ロ
ー
デ
に
よ
る
上
記
の
よ
う
な
「
イ
ア
ト
ロ
マ

ン
テ
ィ
ス
」
を
め
ぐ
る
伝
承
と
そ
の
歴
史
的
捉
え
方
は
、
概
略
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。ア
バ
リ
ス
や
ア
リ
ス
テ
ア
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
古
い
伝
承
が
、
時
代
的
な
関
係
に
は

あ
ま
り
頓
着
せ
ず
に
、後
に
な
っ
て
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
や
彼
の
学
派
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
結
び

つ
け
ら
れ
た
。
な
か
で
も
「
魔
術
的
才
能
を
持
っ
た
者
た
ち
の
な
か
の
巨
匠

〔G
rossm

eister u
n

ter …
 zau

berh
aft begabten

 M
än

n
er

〕」（R
oh

de, P
sych

e,
B

d. II, S
. 96

）、
す
な
わ
ち
典
型
的
な
「
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
」
で
あ
っ
た
エ
ピ
メ

ニ
デ
ス
の
生
年
は
、
紀
元
前
七
世
紀
の
終
わ
り
以
前
に
は
遡
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
年
代
の
推
定
は
、
ド
ッ
ズ
の
く
だ
ん
の
「
伝
播
仮
説
」、
す
な

わ
ち
、紀
元
前
七
世
紀
に
ス
キ
タ
イ
と
接
触
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
に
シ
ャ
ー
マ
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ニ
ズ
ム
が
移
入
さ
れ
た
の
だ
、
と
い
う
仮
説
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
（
次

注
43
、
46
な
ど
を
参
照
）。
こ
う
い
っ
た
ロ
ー
デ
に
よ
る
細
か
い
文
献
学
的
、
さ
ら
に
歴

史
的
な
議
論
や
推
測
に
は
、
予
想
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
あ
ま
り
重
き
を
お

い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

43 

た
と
え
ば
、シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ス
キ
タ
イ
か
ら
の
移
入
説
を
と
る
ド
ッ
ズ
の
論
点
の

一
つ
は
、
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
伝
承
は
、「
黒
海
が
ギ
リ
シ
ャ
人
の
植
民
地
開
拓
に

対
し
て
開
か
れ
る
や
否
や
、
証
拠
立
て
ら
れ
始
め
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
証
拠
立
て
ら
れ

な
い
」（D

odds, T
h

e G
reeks an

d th
e Irration

al,  p.161, n
. 32. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ

ア
人
と
非
理
性
』、
一
九
九
頁
注(
32)

）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
注
46
も
参
照
。

44 E
xpérien

ces de l’extase , p. 35.
た
だ
し
イ
タ
リ
ッ
ク
に
よ
る
強
調
は
、ク
リ
ア
ー

ノ
自
身
に
よ
る
。

45 D
odds, T

h
e G

reeks an
d th

e Irration
al

のV
 “T

h
e G

reek
 S

h
am

an
s an

d

th
e O

rigin
 of P

u
ritan

ism
,”

（pp. 135-178
） 
邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理
性
』、
第

五
章
「
ギ
リ
シ
ャ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
起
源
」（
一
六
六
‐
二
二
〇

頁
）
を
参
照
。

46 

こ
の
点
で
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、師
で
あ
り
ま
た
大
き
な
年
齢
差
を
こ
え
て
親
し
い
友
人
と

し
て
も
相
互
に
認
め
合
っ
て
い
た
エ
リ
ア
ー
デ
の
、「
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
的
に
変
化
し
た

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
群
に
ど
の
程
度
ま
で
、
ト
ル
コ
・
タ
タ
ー
ル
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
に
比
較
し
う
る
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ン
的
残
留
要
素
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（（M

. E
liade, S

ham
anism

, A
rchaic Techniques of E

cstasy,
tran

slated from
 F

ren
ch

 by W
illard R

. T
rask

, B
ollin

gen
 S

eries L
X

X
V

I,

P
u

blish
ed

 by B
ollin

gen
 F

ou
n

d
ation

, N
ew

 Y
ork

, 1964,  p
. 48.

堀
一
郎
訳

『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』（
上
）
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
五
〇-

五
一
頁
）
と
い

う
、シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
問
題
提
起
の
一
つ
に
、
彼
な
り
の
仕
方
で
応
答
し
よ
う

と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
記
述
と
ク
リ
ア
ー
ノ

の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
興
味
深
い
。
ま
ず
、ギ
リ
シ
ャ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
人
物
と

し
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
も
す
で
に
、
ア
バ
リ
ス
、
ム
サ
イ
オ
ス
、
ア
リ
ス
テ
ア
ス
、
ヘ
ル
モ

テ
ィ
ム
ス
、
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
さ
ら
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
エ
ル
な
ど
の
名

を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
か
ん
し
て
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
「
地
下
界
下

降
」（
本
稿
本
文
六
頁
参
照
）
は
「
な
ん
ら
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
構
造
を
有
し
て
は
い

な
い
」（（M

. E
liade, S

h
am

an
ism

, p. 392-293.

堀
一
郎
訳
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』

（
下
）、
一
六
二
頁
）
と
す
る
。
ま
た
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
な
ぜ
か
エ
リ
ア
ー
デ
や
ド
ッ
ズ
も

名
を
あ
げ
て
い
る
「
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
」
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
後
の
『
ザ
ル
モ
ク
シ
ス
か
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
へ
』（M

. E
liade,

D
e Z

arm
oxis à G

en
gis-K

h
an

, É
tu

des com
paratives su

r le religion
s et le

folklore de la D
acie et de l’E

u
rope O

rien
tale  [P

aris, 1970]

）
で
も
、
ギ
リ

シ
ャ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
と
の
記
述

の
相
違
（
と
い
う
よ
り
補
足
）
が
目
を
引
く
。
ク
リ
ア
ー
ノ
が
執
拗
に
批
判
し
て
い
る

ド
ッ
ズ
の
仮
説
、
す
な
わ
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
の
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
要
素
は
、紀
元
前
七
世
紀
に
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ス
キ
タ
イ
人
と
接
触
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
伝
播
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
仮
説
に
、
エ
リ
ア
ー
デ
も
言
及
し
て
い

る
。し
か
し
、
ク
リ
ア
ー
ノ
が
は
っ
き
り
と
こ
の
仮
説
に
異
を
唱
え
て
い
る
の
に
比
べ
る

と
、エ
リ
ア
ー
デ
は
こ
の
仮
説
に
つ
い
て
の
判
断
を
保
留
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ

リ
ア
ー
デ
は
慎
重
で
あ
る
。「
叙
事
詩
一
般
の
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
」
起
源
〔
す
な
わ

ち
ス
キ
タ
イ
と
の
接
触
以
前
に
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
起
源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
〕。

こ
の
問
題
は
そ
の
道
の
専
門
家
に
譲
ろ
う
」（E

liade, S
h

am
an

ism
,  p. 395.

　
邦
訳

『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』（
下
）
一
六
四
頁
。
た
だ
し
、〔 

〕
内
は
佐
々
木
に
よ
る
補
い
）。
ま

た
、
ド
ッ
ズ
の
仮
説
に
対
抗
す
る
議
論
と
し
て
ク
リ
ア
ー
ノ
も
言
及
し
て
い
る
モ
イ
リ

（K
arl M

eu
li, “S

cyth
ica,” H

erm
es, 70 [1953], pp. 121-167

）
や
バ
タ
ー
ワ
ー

ス（E
. A

. S
. B

u
tterw

orth
, S

om
e traces of th

e pre-O
lym

pian
 W

orld in
 G

reek

L
iteratu

re an
d M

yth
 [B

erlin
, 1966]

）
に
も
エ
リ
ア
ー
デ
は
す
で
に
目
配
り
し
て

い
る
（『
ザ
ル
モ
ク
シ
ス
か
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
へ
』
①
、
八
八
頁
、
並
び
に
一
六
三
頁
、
注

（
57
）、（
59
）
な
ど
を
参
照
）。
モ
イ
リ
や
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
は
、
ク
リ
ア
ー
ノ
が
彼
ら
に
依

拠
し
て
い
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
「
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
」、
す
な
わ
ち
「
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
的
要
素
の
「
土
着
性
」
を
示
唆
し
て
い
る
の
だ
が
、
ド
ッ
ズ
は
そ
の
よ
う
な

考
え
を
「
冒
険
的
」
と
一
蹴
し
て
い
る
（D

odds, T
h

e G
reeks an

d th
e Irration

al,
p. 164, n

. 47. 
邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理
性
』、
二
〇
三
頁
、
注
（
47
））。
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こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
師
た
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
そ
ろ
え
た
材

料
を
用
い
つ
つ
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
厳
し
い
見
方
を
す
れ
ば
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
材
料
を
並
べ
替
え
た
だ
け
、
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
リ
ア
ー
デ
と
ク
リ
ア
ー
ノ
の
往
復
書
簡
集
（I. P

.

Culianu, 
Dialoguri 

intr
erupte: Cor

espondencnta M
ir

cea Eliade – Ioan Petr
u Culianu

,

[Editie 
ingrijita 

si 
note 

de 
Tereza Culianu-Petrescu si Dan Petrecu. Prefata de M

atei

Calinescu][Polirom
, 2004].

フ
ォ
ン
ト
の
関
係
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
表
記
は
簡
易
化
し

て
あ
る
〔
佐
々
木
〕）
の
解
説
を
書
い
た
マ
テ
イ
・
カ
リ
ネ
ス
ク
（M

atei Calinescu

）
の

「
い
ろ
い
ろ
受
け
入
れ
る
た
め
に
自
己
自
身
を
無
化
し
、
師
に
対
し
て
盲
目
的
に
服
従
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
」（ibid., p. 6
）
た
、
あ
る
い
は
、「「
謙
婢
」
の
例
と
で
も
い
え
る

よ
う
な
、師
の
方
法
論
を
忠
実
す
ぎ
ほ
ど
模
倣
す
る
こ
と
に
な
る
弟
子
に
よ
る
圧
倒
的
な

崇
拝
が
あ
る
」（ibid.

）
と
い
っ
た
記
述
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に

関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
当
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

47 

こ
れ
は
か
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
考
え
で
は
な
い
が
、エ
リ
ア
ー
デ
や
ド
ッ
ズ
よ
り
も
強

調
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。D

odds, T
h

e G
reeks an

d th
e Irration

al, pp.
140-141, 144 an

d 161-162, n
. 36. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理
性
』
一
七
三
、
一

七
八
頁
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
頁
注
（
36
）
ま
た
、（M

. E
liade, S

h
am

an
ism

,  pp. 387ff.

邦
訳
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』（
下
）
一
五
七
頁
な
ど
と
比
較
せ
よ
。

48 E
xpérien

ces de l’extase , p. 40.

49 ibid., p. 35.

50 L
ew

is, E
cstatic R

eligion,  p.112-123.  E
xpériences de l’extase , p.26.

51 

エ
チ
オ
ピ
ア
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
精
霊
に
憑
依
さ
れ
た
女
性
た
ち
が
結
社
を
つ
く
っ
て
治
療
や
儀
礼
を
行
な
う
、古
典
的

な
意
味
で
の
（
す
な
わ
ち
祭
祀
行
為
と
し
て
の
）
カ
ル
ト
。

52 L
ew

is, E
cstatic R

eligion
. H

. Jean
m

aire, D
ionysos. H

istoire du culte de
B

acch
u

s (P
aris, 1951).  E

xpérien
ces de l’extase , p.26.

53 L
ew

is, E
cstatic R

eligion
,  p

p
.1

2
2

ff. J
ea

n
m

a
ire, D

ion
ysos, 2

1
0

ff.

E
xpérien

ces de l’extase , p.25f.

54 E
xpérien

ces de l’extase , p. 27.

55 ibid., p. 41.

56 

し
か
し
ド
ッ
ズ
も
、「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
タ
イ
プ
の
宗
教
経
験
は
、
個
人
的
で
あ
っ

て
、
集
団
的
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
時
代
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
個
人
主
義
に
ア
ッ

ピ
ー
ル
し
た
。
こ
の
個
人
主
義
に
対
し
て
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
集
団
的
恍
惚
は
も

は
や
完
全
な
充
足
を
与
え
な
か
っ
た
の
だ
」（D

od
d

s, T
h

e G
reek

s a
n

d
 th

e
Irration

al, p. 142. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理
性
』、
一
七
五
頁
）
と
書
い
て
い
る
。

57 ibid., p. 40.

エ
リ
オ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
言
及
は
、I. M

. L
ew

is, E
cstatic R

eligion
(H

arm
on

dsw
orth

, 1978 [1971])

に
よ
る
。

58 D
odds, T

h
e G

reeks an
d th

e Irration
al, p. 142. 

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
理

性
』
一
七
五
頁
。
し
か
し
、
厳
し
い
見
方
を
す
れ
ば
、
本
稿
注
42
、
43
で
ふ
れ
た
よ
う
な

ド
ッ
ズ
の
論
点
に
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
直
接
反
論
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、紀
元
前
七
世
紀
よ
り
も
遡
る
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
伝
承
を
文
献
学
的
に
示
し
て

見
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
ド
ッ
ズ
が
、「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の

「
伝
播
」
仮
説
を
傍
証
す
る
た
め
に
、
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
伝
承
と
ト
ラ
キ
ア
を
結
び
つ
け
る

根
拠
の
一
つ
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
「
刺
青
」
の
問
題
（D

odds, T
h

e G
reeks an

d
th

e Irration
al, pp. 163-164, n

. 44.

邦
訳
『
ギ
リ
シ
ャ
人
と
非
理
性
』、
一
七
五
頁

並
び
に
二
〇
二
頁
注
（
44
））
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ク
リ
ア
ー
ノ
は
論
じ
て
い
な
い
。
ギ

リ
シ
ャ
の
イ
ア
ト
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
の
「
土
着
性
」
を
め
ぐ
る
ク
リ
ア
ー
ノ
の
立
論
は
、

も
っ
ぱ
ら
本
稿
で
示
し
た
よ
う
な
い
わ
ば
量
に
よ
る
説
得
術
と
、本
稿
の
注
46
で
言
及
し

て
い
る
よ
う
な
（
エ
リ
ア
ー
デ
を
通
し
た
？
）
モ
イ
リ
や
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
の
所
説
で
あ

る
。

59 E
xpérien

ces de l’extase , p. 41.
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西
田
幾
多
郎
の
高
弟
で
あ
る
西
谷
啓
治
は
そ
の
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
に
お
い
て
自

身
の
哲
学
思
想
に
基
づ
く
宗
教
論
を
展
開
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
宗
教
」
と
は
「
各
人

自
身
に
と
っ
て
の
各
人
自
身
の
事
柄
」
で
あ
り
、
そ
の
存
在
意
義
は
各
人
の
宗
教
的
要
請

に
よ
っ
て
「
宗
教
」
が
必
然
的
に
必
要
と
さ
れ
る
時
に
の
み
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
い
う
。

従
が
っ
て
西
谷
は
宗
教
的
要
請
に
基
づ
か
な
い
「
宗
教
と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」
と

い
う
一
般
的
な
問
い
は
「
そ
の
宗
教
の
本
質
か
ら
い
っ
て
、
問
い
と
し
て
間
違
っ
て
い

る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
西
谷
の
宗
教
論
は
、
西
田
の
絶
対
無
の
哲
学
を
肯
定
的
に

継
承
し
た
空
の
哲
学
に
基
づ
い
て
「
宗
教
」の
定
義
と
現
代
社
会
に
お
け
る
そ
の
存
在
意

義
ま
で
を
も
射
程
に
入
れ
て
論
じ
た
優
れ
た
も
の
だ
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、現
代
の

宗
教
学
界
に
お
い
て
は
「
宗
教
と
は
何
か
」
で
は
な
く
、「「
宗
教
」
と
い
う
概
念
を
用
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
概
括
用
語
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
て
き
た
社
会
的
、
実
体
的
対
象

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
可
能
か
」と
い
う
問
い
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
我
々
は
、「
宗
教
的
要
請
」
な
る
も
の
を
前
提
と
す
る
西
谷
の
宗
教
定
義
を
越
え
て

「
宗
教
」
概
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
は
『
今
日
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
』
の
序
論
で
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
に

関
す
る
膨
大
な
研
究
は
西
洋
の
学
者
が
作
り
上
げ
た
幻
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
と
は
宗
教
研
究
者
が
無
意
識
の

う
ち
に
、「
未
開
人
」
を
実
際
以
上
に
自
分
た
ち
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学

問
的
に
根
拠
付
け
よ
う
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
幻
想
な
の
で
あ
る
。今
日
の
宗
教
学
界

で
は
、「
宗
教
」
概
念
に
つ
い
て
も
同
様
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
宗
教
」
と
い
う

語
は
、多
く
の
宗
教
現
象
を
総
括
す
る
意
味
を
も
つ
故
に
個
々
の
宗
教
現
象
に
対
し
て
は

そ
の
存
在
意
義
を
相
対
化
す
る
方
向
へ
と
作
用
す
る
。キ
リ
ス
ト
教
や
各
地
域
の
宗
教
現

象
が
絶
対
的
な
存
在
意
義
を
持
っ
て
い
た
時
代
に
は
、他
の
宗
教
現
象
の
存
在
意
義
を
認

め
る
「
宗
教
」
と
い
う
相
対
的
な
言
葉
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
古
く
は
Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス

（W
. C

. S
m

ith

）
が
、
近
年
で
は
Ｒ
・
Ｔ
・
マ
ッ
カ
チ
オ
ン
（R

. T. M
cC

u
tch

eon

）

や
Ｔ
・
ア
サ
ド
（T. A

sad

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
宗
教
」
と
い
う
語
は
決
し

て
政
治
や
権
力
構
造
と
無
縁
な
無
色
透
明
な
も
の
で
は
な
い
。
近
年
の
議
論
に
よ
っ
て

「
宗
教
」
な
る
概
念
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
宗
教
現
象

と
の
邂
逅
や
社
会
を
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
会
の
権
力
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
闘
争
な
ど

の
過
程
を
経
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
い
わ
ば「
宗

教
」
概
念
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
の
差
異
を
強
調
す
る
た
め
、

ま
た
、伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
会
の
勢
力
を
相
対
化
す
る
た
め
に
使
っ
た
道
具
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
概
念
の
定
義
や
存
在
意
義
を
論
じ
続
け
て
き
た
「
宗
教
学
」
と
い

う
学
問
は
、「
宗
教
」
言
説
の
確
立
に
邁
進
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
は
、
代
表
的
な
「
宗
教
学
」
研
究
者
の
宗
教
学
論
を
概
観
す
る
こ
と
で
確

認
で
き
る
。
近
代
宗
教
学
の
祖
で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
教
会
組
織
に
よ
っ

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

　
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
宗
教
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
可
能
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
山
　
史
亮
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て
歪
め
ら
れ
て
い
な
い
真
の
キ
リ
ス
ト
教
を
比
較
宗
教
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ

そ
が
「
宗
教
学
」
の
目
的
で
あ
る
と
明
言
し
た
。
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
は
、
キ
リ
ス
ト

教
的
信
仰
に
基
づ
く
聖
な
る
も
の
の
概
念
を
「
宗
教
」の
本
質
と
規
定
し
て
他
の
宗
教
現

象
に
も
そ
の
聖
概
念
を
敷
衍
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
後
の
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ

の
宗
教
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
著
書
『
ヨ
ブ

へ
の
答
え
』
お
い
て
ユ
ン
グ
は
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　
　
彼
ら
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
は
明
ら
か
に
、
個
々
人
に
せ
よ
大
衆
に
せ
よ
、
そ
の

心
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
強
力
な
元
型
的
な
発
達
を
感
じ
取
り
、真
に
黙
示
録
的

な
世
界
状
況
を
補
償
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
を
感
じ
取
る
力
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）、、、。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

私
は
神
学
の
素
人
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、こ
れ
ら
の
理
解
し
が
た
い
事
柄
に
つ
い

て
私
の
見
解
を
述
べ
る
た
め
筆
を
執
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
『
ヨ
ブ
へ
の
答
え
』　
み
す
ず
書
房
、
一
四
六
頁
）

こ
の
一
文
か
ら
は
、
ユ
ン
グ
が
明
ら
か
に
自
身
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
、
伝
統
的
キ
リ
ス

ト
教
に
代
わ
る
代
価
宗
教
を
打
ち
た
て
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ユ

ン
グ
は
特
定
の
信
仰
を
離
れ
て
「
宗
教
」
を
主
題
化
し
、
脱
文
脈
化
さ
れ
た
普
遍
的
概
念

と
し
て
そ
れ
を
確
立
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
ユ
ン
グ
の
こ
の
代
価
宗
教
的
な
思
想
は
、
既

成
宗
教
と
の
間
に
神
学
論
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ユ
ン
グ
と
カ
ー
ル
・
バ
ル

ト
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
神
父
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
、
鈴
木
大
拙
等
と
の
論

争
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
も
、
そ
の
成
立
期
か
ら
近
年
ま
で
一
貫
し
て
「
宗
教
学
」
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
心
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
、伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
と
の
緊
張
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
マ
ッ
カ
チ
オ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
宗
教
学
」
が
、
伝
統
的
キ

リ
ス
ト
教
に
代
わ
る
「
宗
教
」
な
る
概
念
を
確
立
す
る
こ
と
に
努
め
た
近
代
西
洋
的
、
擬

似
神
学
的
な
言
説
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。こ
の
近
年
に
お

け
る
「
宗
教
」
概
念
論
争
の
射
程
か
ら
は
、
二
十
世
紀
最
大
の
「
宗
教
学
者
」
と
称
さ
れ

た
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
（M

ircea E
liade

）
も
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宗
教

的
ア
ー
ケ
タ
イ
プ
や
聖
概
念
を
先
験
的
に
前
提
す
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
宗
教
研
究
は
、「
宗

教
」
概
念
の
擬
似
神
学
化
で
あ
る
と
多
く
の
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、

エ
リ
ア
ー
デ
を
始
め
と
す
る
「
宗
教
学
者
」
が
そ
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と

は
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
を
始
め
と
す
る
諸
宗
教
現
象
の
相
対
化
と
「
宗
教
」
概
念
の
普

遍
化
、
絶
対
化
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
研
究
会
が
研
究
対
象
と
す
る
ヨ
ア
ン
・
Ｐ
・
ク
リ
ア
ー
ノ
（Io

a
n
 

P
e

tru

C
u

lian
u

）
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
後
継
者
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代

の
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
「
宗
教
学
者
」
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ア
ー
ノ
は
、
一
九
五
〇
年
に

ル
ー
マ
ニ
ア
の
イ
ア
ー
シ
に
生
ま
れ
た
。ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
の
哲
学
科
に
在
籍
し
て
い
た

頃
に
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
や
ユ
ン
グ
、
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
等
の
著
書
に
親
し
ん
だ
。
修

士
課
程
修
了
後
、
イ
タ
リ
ア
へ
亡
命
し
て
ミ
ラ
ノ
の
サ
ク
ロ
・
ク
オ
レ
大
学
で
グ
ノ
ー
シ

ス
主
義
の
研
究
に
よ
り
博
士
号
を
取
得
す
る
。
そ
の
後
、オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
や
古
代
末
期
の
宗
教
研
究
を
行
う
傍
ら
、エ
リ
ア
ー
デ
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
し
ば
し
ば
と
り
、
彼
と
の
交
友
を
深
め
た
。
一
九
八
六
年
に
エ
リ
ア
ー
デ
の
後
任

と
し
て
シ
カ
ゴ
大
学
に
着
任
し
て
か
ら
も
、
精
力
的
に
活
動
し
、
多
く
の
著
書
を
刊
行
し

た
。し
か
し
、
一
九
九
一
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
構
内
に
お
い
て
何
者
か
に
暗
殺
さ
れ
る
と
い

う
謎
の
死
を
遂
げ
た
。

ク
リ
ア
ー
ノ
は
以
上
の
略
歴
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、大
学
時
代
か
ら
エ
リ
ア
ー
デ
の

著
書
に
親
し
み
、
亡
命
後
も
常
に
エ
リ
ア
ー
デ
を
意
識
し
な
が
ら
宗
教
研
究
に
従
事
し

た
。
ク
リ
ア
ー
ノ
の
宗
教
研
究
に
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
死
後
、
彼
の
後
継
者
と
し
て
「
宗

教
」に
つ
い
て
の
体
系
的
研
究
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
エ
リ
ア
ー
デ
的
な

側
面
が
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
、
現
代
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
潮
流
の
中
で
ク
リ

ア
ー
ノ
研
究
を
行
う
場
合
、エ
リ
ア
ー
デ
へ
向
け
ら
れ
た
批
判
に
無
関
心
で
い
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
の
一
側
面
と
そ
の
研
究
方
向

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

久
保
耕
司
氏
は
「
時
空
間
の
超
越
―
ユ
ン
グ
心
理
学
か
ら
ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
へ
―
」

に
お
い
て
、「
ヒ
ル
ベ
ル
ト
空
間
内
の
フ
ラ
ク
タ
ル
」
と
し
て
宗
教
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
ク
リ
ア
ー
ノ
の
方
法
論
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は
宗
教
現
象
を
、
高
次
元
的
実
在
で
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あ
る
「
イ
デ
ア
ー
ル
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
「
こ
の
世
界
」
に
介
入
す
る
現
象
と
し
て
考

察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ク
リ
ア
ー
ノ
の
方
法
論
は
、『
エ
リ
ア
ー

デ
世
界
宗
教
事
典
』
の
「
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
宗
教
」
と
題
さ
れ
た
「
序
論
」
や
代
表
的

著
作
で
あ
る
『
グ
ノ
ー
シ
ス
の
樹
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
論
的

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
つ
い
て
、
奥
山
倫
明
氏
は
『
エ
リ
ア
ー
デ
世
界
宗
教
事
典
』
の

「
訳
者
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
共
時
的
な
観
点
に
立
っ
た
対
象
へ
の
接
近
と
い
っ
た
点

で
エ
リ
ア
ー
デ
の
形
態
学
的
宗
教
学
と
共
通
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。ク
リ
ア
ー
ノ
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
宗
教
論
が
ど
の
程
度
エ
リ
ア
ー
デ
の
形
態
学
的
宗
教
学
の
影
響
を
受

け
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
論
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
両

者
は
、
宗
教
的
イ
デ
ア
と
も
形
容
で
き
る
普
遍
的
な
「
宗
教
」
を
先
験
的
に
定
立
し
て
、

そ
れ
の
断
片
化
さ
れ
た
局
所
的
、地
方
的
現
象
と
し
て
正
統
キ
リ
ス
ト
教
を
始
め
と
す
る

既
成
宗
教
を
対
置
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
デ
ア
的
地
平
と
し
て
の
「
宗
教
」
を

暫
定
的
な
仮
定
と
し
て
宗
教
現
象
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
仮
定

で
あ
る
は
ず
の
イ
デ
ア
的
地
平
を
歴
史
的
、文
化
的
地
平
に
お
け
る
既
存
の
宗
教
現
象
と

比
べ
よ
り
包
括
的
、
普
遍
的
で
あ
り
、
そ
れ
の
認
識
が
現
代
世
界
に
お
け
る
急
務
の
課
題

で
あ
る
と
主
張
し
た
場
合
、
そ
れ
は
既
成
宗
教
の
価
値
を
相
対
化
す
る
故
に
「
客
観
的
」

な
学
問
の
域
を
逸
脱
し
て
、
宗
教
論
争
、
神
学
論
争
へ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な
る
。『
グ

ノ
ー
シ
ス
の
樹
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
　
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
宗
教
を
精
神
の
ゲ
ー
ム
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
は
一
つ
の

衝
撃
と
し
て
う
け
と
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、多
く
の
信
仰
者
た
ち
は
彼
ら
の
信
仰
の

衰
徴
と
思
っ
て
不
愉
快
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
う
あ
る
べ
き
で
は

な
い
の
だ
。
む
し
ろ
彼
ら
が
考
慮
す
べ
き
な
の
は
、
シ
ス
テ
ム
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
か
ら
眺
め
る
と
き
、
宗
教
と
科
学
の
間
に
は
何
ら
矛
盾
が
な
く
（
そ
れ
ら

は
同
じ
程
度
に
お
い
て
マ
イ
ン
ド
・
ゲ
ー
ム
な
の
だ
）、
さ
ら
に
は
も
ろ
も
ろ
の

宗
教
の
間
に
も
矛
盾
は
な
い
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
十

分
な
複
雑
さ
を
備
え
た
デ
ー
タ
が
手
に
入
る
場
合
に
は
、も
ろ
も
ろ
の
宗
教
は
作

用
（
精
神
の
作
用
の
こ
と
だ
）
に
お
い
て
一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
探
求
す
る
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
の
領
分
に
お
い
て
も
や
は
り
一
致
す
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
も
ろ
も
ろ

の
宗
教
が
重
な
り
合
う
部
分
を
も
た
な
い
と
き
で
す
ら
、そ
れ
ら
宗
教
を
特
定
の

基
本
的
な
諸
ル
ー
ル
の
形
態
力
学
的
な
発
展
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
な
お
も
可
能

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
完
全
に
知
性
に
と
っ
て
理
解
可
能
で
、
時
に
は
知

覚
可
能
な
も
の
で
す
ら
あ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　（I. P. C

ou
lian

o, T
he Tree of G

nosis [H
arper C

ollin
s], pp. 268.)

こ
の
一
文
か
ら
は
、「
シ
ス
テ
ム
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
か
ら
見
る
高
次
な
現
象
に

つ
い
て
、特
定
の
信
仰
に
基
づ
か
な
い
で
説
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
ク
リ
ア
ー
ノ
の
主

張
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
ク
リ
ア
ー
ノ
の
態
度
は
、
既
成
宗
教
を
包
括
す
る
自
身

の
信
条
で
あ
る
普
遍
的
実
体
を
先
験
的
に
前
提
し
て
「
宗
教
」に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で

あ
る
故
に
、「
宗
教
」
概
念
の
擬
似
神
学
化
に
参
与
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
免

れ
得
な
い
。

し
か
し
、
ク
リ
ア
ー
ノ
が
確
立
し
た
「
宗
教
」
概
念
の
全
て
を
過
去
の
遺
物
と
し
て
放

棄
し
て
し
ま
う
こ
と
は
即
断
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
ク
リ
ア
ー
ノ
の
「
宗
教
」
概
念
は
、
近

代
西
洋
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
「
宗
教
」概
念
の
延
長
線
上
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ク
リ
ア
ー
ノ
自
身
の
主
観
性
に
塗
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
リ
ア
ー
ノ

の
「
宗
教
学
」
が
時
代
的
な
規
定
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
空
虚
で
非
有

用
的
な
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
同
義
で
は
な
い
。
我
々
は
、
ク
リ
ア
ー
ノ
の
「
宗

教
」概
念
が
持
つ
時
代
的
制
約
性
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
確
に
し
た
後
、
そ
れ
が
今
日

の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
如
何
に
機
能
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
考
察
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
社
会
科
学
者
の
Ａ
・
Ｍ
・
マ
ッ
キ
ノ

ン（A
. M

. M
ckin

n
on

）が“S
ociological D

efin
ition

s, L
au

gu
age G

am
es, an

d
th

e E
ssen

ce of R
eligion

”

（M
T

S
R

14, 2002, pp. 61

‐83.

）
で
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、「
宗
教
」
な
る
概
念
は
す
で
に
近
代
以
降
の
社
会
に
お
け
る
社
会
的
構
築
物
と

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
宗
教
」
概
念
も
他
の
社
会
的
構
築
物
と
同
様
に
社
会
に
お
け
る

何
ら
か
の
存
在
性
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、「
宗
教
」
概
念
の
再
考

は
、
近
代
社
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
考
察
と
不
可
分
で
あ
り
、「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
」
に

生
き
る
研
究
者
に
は
看
過
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
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「
宗
教
」
概
念
と
不
可
分
で
あ
る
「
宗
教
学
」
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
の
文
化
的
役
割
は
、

諸「
宗
教
学
者
」
の
言
説
の
徹
底
し
た
検
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
従
が
っ
て
「
宗
教
学
者
」
の
思
想
研
究
を
行
う
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た
今
日
的

課
題
と
は
、
過
去
の
「
宗
教
学
者
」
が
如
何
に
「
宗
教
」
言
説
に
対
峙
し
た
か
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

現
代
日
本
の
宗
教
学
界
に
お
い
て
、ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
は
未
開
の
地
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
宗
教
」
に
つ
い
て
の
エ
リ

ア
ー
デ
的
な
体
系
的
研
究
が
時
代
遅
れ
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。そ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
、
ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
を
行
う
こ
と
は
ア
ナ
ク
ロ
で
あ
る

と
み
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
の

「
宗
教
学
者
」
た
ち
が
残
し
た
遺
産
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
残
し
た
「
宗
教
」
概

念
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
側
面
を
も
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
と
私
は
考
え
る
。本
稿
の
よ

う
な
小
論
で
は
、
ク
リ
ア
ー
ノ
の
「
宗
教
学
」
が
今
日
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
担
う
こ
と
が

出
来
る
役
割
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
即
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
の
た
め

に
は
、ク
リ
ア
ー
ノ
の
学
術
的
著
作
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
経
歴
に
つ
い
て
の
詳
細

な
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
ポ
ス
ト
・
エ
リ
ア
ー
デ
、
ポ
ス
ト
・
ク
リ
ア
ー

ノ
の
時
代
に
生
き
る
宗
教
学
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
私
は
考
え

る
。
本
稿
が
、
そ
の
た
め
の
契
機
に
少
し
で
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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と
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谷
啓
治
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作
集
・
第
十
巻
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創
文
社
、
二
〇
〇
一

年
。

島
薗
進
・
鶴
岡
賀
雄
編
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＜
宗
教
＞
再
考
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
。

津
城
寛
文
『
＜
霊
＞
の
探
求
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
。

高
橋
原
『
ユ
ン
グ
の
宗
教
論
』
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
。

　
深
澤
英
隆
「『
宗
教
』
の
誕
生
」　
岩
波
講
座
宗
教
一
『
宗
教
と
は
な
に
か
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
、
二
五
‐
五
四
頁
。

　
鶴
岡
賀
雄
「《
宗
教
の
ゆ
く
え
》
序
論
」　
岩
波
講
座
宗
教
十
『
宗
教
の
ゆ
く
え
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
‐
二
四
頁
。

　
久
保
耕
司
「
時
空
間
の
超
越
―
ユ
ン
グ
心
理
学
か
ら
ク
リ
ア
ー
ノ
宗
教
学
へ
―
」（『
宗

教
研
究
』
三
一
五
号
、
一
九
九
八
年
、
七
〇
頁
）。
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ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
　
創
刊
号

　
　
　
　 

　
　
　
二
〇
〇
六
年
十
月
一
日
　
発
行

　　
　
　
　
　
　
　
編
集
　
ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
会

     

北
海
道
札
幌
市
北
区
北
十
七
条
西
八
丁
目

　     

北
海
道
大
学

       

高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

Ｓ
３
０
２

　
　
　
　
　
　
電
話
　
０
１
１-

７
０
６-

５
５
９
５

　
　
　
　
　
　Email:sasaki@let.hokudai.ac.jp

　
編
集
後
記

  

何
年
か
前
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
夜
行
列
車
に
乗
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
向
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
三
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
年
の
ド
イ
ツ
の
冬
は
特
に
寒
く
、
雪
が
降
る
こ

と
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
旅
行
中
は
つ
ね
に
コ
ー
ト
の
中
で
身
を
震
わ
せ
て
い
た
。
だ
が
、
列

車
を
降
り
る
と
そ
こ
は
別
世
界
。
暖
か
な
風
が
体
を
包
み
、
青
々
と
し
た
空
が
広
が
っ
て

い
た
。
コ
ー
ト
を
脱
い
で
、
額
に
は
う
っ
す
ら
と
汗
。
あ
あ
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
陸

部
の
人
た
ち
の
誰
も
が
憧
れ
た
イ
タ
リ
ア
か
、
と
実
感
し
、
芝
生
に
寝
転
が
っ
て
、
空
を

見
上
げ
て
い
た
。

　
ク
リ
ア
ー
ノ
は
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
や
っ
て
き

た
若
き
日
の
ク
リ
ア
ー
ノ
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
気
持
ち
で
イ
タ
リ
ア
に
足
を
踏
み
入
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
か
私
の
よ
う
な
呑
気
な
旅
行
者
気
分
で
は
あ
る
ま
い
。
研
究
者
と
し

て
の
道
を
進
み
始
め
た
ク
リ
ア
ー
ノ
の
胸
は
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
ん
な
境
遇
の
異
な
る
二
人
の
人
間
の
思
い
が
同
じ
場
所
で
交
錯
す
る
、
こ
れ
も
ア

イ
デ
ィ
ー
ル
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
せ
る
業
な
の
か
…
…
。

　
コ
ー
ト
を
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
押
し
込
め
、
南
へ
と
向
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
春
の
陽
気
を

し
ば
ら
く
満
喫
し
た
後
、
再
び
夜
行
列
車
で
ド
イ
ツ
へ
戻
る
。
春
は
夢
か
幻
だ
っ
た
の

か
、
雪
の
ち
ら
つ
く
中
、
冷
た
い
風
が
迎
え
て
く
れ
た
。
た
ち
ま
ち
風
邪
を
ひ
い
て
一
週

間
ほ
ど
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
布
団
の
中
で
震
え
な
が
ら
、
熱
で
ぼ
や
け
た
頭
の
中
、
思

い
は
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
り
な
が
ら
、
遥
か
南
へ
向
か
い
、
幻
と
消
え
た
春
の
夢
を
探
し
求
め

て
い
た
。あ
あ
、
こ
れ
が
ア
ル
プ
ス
以
南
へ
の
憧
れ
な
の
か
、と
つ
く
づ
く
思
い
な
が
ら
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
紆
余
曲
折
、
遅
れ
に
遅
れ
た
『
ク
リ
ア
ー
ノ
研
究
』
創
刊
号
、
よ
う

や
く
発
刊
と
あ
い
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
久
）
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